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Ⅰ 計画策定の趣旨及び第 期計画の振返り（検証）
計画策定の経緯・目的
いばらき文化振興財団は、平成４年 月に各種の文化振興事業を行うことにより、個

性豊かな県民文化の振興を図り、もって国際性豊かな文化の県づくりに寄与することを
目的に設立されました。平成 年 月には、旧社会福祉法人茨城県文化福祉事業団が
運営する茨城県立県民文化センター 以下「県民文化センター」 とアクアワールド茨城
県大洗水族館 以下「大洗水族館」 の運営を継承し、財団法人としての体制を整備し、
さらに、その後の公益法人制度改革を受け、平成 年 月に財団法人から公益財団法
人へ移行しました。
この間、財団では、５期にわたる中期経営計画（平成 年度～令和５年度）を策定

し、その時点での社会状況や財団の経営環境を踏まえ、財団の目指すべきビジョンを設
定して中期的な施策や運営体制、経営健全化について明らかにし、様々な文化芸術の提
供や県民の文化活動の支援奨励を行うとともに、県民文化センターと大洗水族館の運営
を通して、本県文化振興の中核的役割を担ってきました。
近年、県民や財団を取り巻く状況は、人口減少社会の本格的到来や世界情勢の不安定

化、人々のライフスタイルや価値観の多様化、デジタル化の進展等大きく変化しており、
そのような中，県民の心を豊かにし、生活に潤いをもたらす文化芸術の役割は重要性を
増しております。
今後、財団では、そのような状況を踏まえて新たな中期経営計画を策定し、文化芸術

が持つ力を活用した様々な事業展開により、県民の方々へ文化芸術に触れる機会と感動
を提供し、本県の更なる文化振興と財団の設立目的が達成できるよう努めてまいります。

２ 第５期中期経営計画（令和３年度～令和 年度）の振返り
・第４期計画（平成 年度～令和 年度）中に発生した新型コロナウイルス感染症 以下
「新型コロナ」の拡大による経済活動制限や社会生活の停滞があり、財団でも運営施設
の休館や文化芸術事業の中止など大きな影響を受けましたが、第 期計画期間（令和３
～５年度）中は、令和 年度まで一部事業に影響はあったものの、ウイズコロナの視点
で各種事業を展開し、概ね計画どおりの事業を実施する見込みです。

・第 期計画中の収支計画の当期経常増減額（収支）は、令和 年度は計画額を下回っ
たものの、 カ年とも黒字確保の見込みであり、 カ年合計でも計画額（ 千円）
を上回り、財団全体では健全な経営が概ね達成の見込みです。

・県民文化センターの指定管理運営については、令和３年度から令和 年度までの指定管
理期間中、県内文化芸術発信の拠点として様々な施策を展開するとともに、利用者が安
全安心で快適に利用できるような施設運営に努めました。しかしながら、令和 年度か
らの県民文化センター次期指定管理者として選定されなかったことから、今後の財団が
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実施する文化芸術の振興事業やそれに伴う文化振興推進に係る財団組織の見直しが必
要不可欠な状況になっております。

・大洗水族館の運営については、令和 年度は入館者数や事業収入が計画を下回る中、経
費等の削減により黒字を確保したところであります。一方、令和 年度は入場者、事業
収入とも計画を上回る実績となり、令和 年度も同様の成果を上げる見込みとなってお
ります。また、水族館施設は開館後２１年が経過し、今後、様々な大規模修繕が見込ま
れていることから、施設の維持補修に伴う県修繕工事負担金を安定的に確保していくた
め、令和 年度から１０年間を計画期間とし、 億 千万余を積立限度額とする特定
費用準備資金を設定しました。

３ 第５期中期経営計画（令和３年度～令和 年度）の達成状況
（ ）基本的経営目標に対する実績

項 目
目標値 実績値

Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ
① 公演あたりの入場率

（指定管理部分）
②県民文化センター利用率
③県民文化センター利用者 千人
④大洗水族館入場者 千人
⑤事業収入 百万円

⑥流動比率
⑦自己資本比率

⑧職員１人あたりの事業収入 千円
※事業収入は、県民文化センター利用料・売店・駐車場、水族館事業収入（雑収入を含む）の合計額

令和２年度からの新型コロナの影響も徐々に落ち着きを見せ始めたことにより、県民
文化センター及び大洗水族館の利用者数はともに回復基調となりました。それに伴い、
事業収入も年々増加傾向となり、令和４年度には事業収入、流動比率、職員 人あたり
の事業収入の目標を達成することができ、令和５年度も同様の見込みです。
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（ ）決算状況 （単位：千円）

※第 期中期経営計画策定時点では、 年度決算額は未定

決算状況については、令和 年度は新型コロナ感染拡大の影響により事業収入が伸び
悩み、経常増減額は目標に達しませんでしたが、令和４年度は徐々に落ち着きを見せ始
めたことや、事業収入増に係る様々な事業展開、各種経費の削減に努めたことにより、
目標を大きく上回る実績となり、令和５年度も同様の見込みです。

（ ）積立金実績

項目
３ ４

目標 実績 目標 実績
①助成事業積立資産
②文化振興事業積立資産
③施設設備修繕等積立資産
④事業資金積立資産
⑤緊急時対応積立資産
⑥特定費用準備資金
（文化活動助成事業資金）
⑦資産取得資金

特定資産合計

積立金については、令和 年度は新型コロナの影響による事業収入の大幅減により、
緊急時対応積立資産も減となりましたが、令和 年度に積み戻し、令和 年度も計画通
りの積み立ての見込みで、その他の積立金について、計画通りの実績となる見込みです。

項目 Ｒ Ｒ
目標 実績 目標 実績

基本財産等
運用収益
事業収益等
収益合計

事業費・
管理費
減価償却費
費用合計

経常増減額
―
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４ 第６期中期経営計画策定にあたっての課題
（ ）財団の組織・運営の課題

公益財団法人として認定申請に基づく公益目的事業の展開はもとより、定款や内部諸
規定に基づくガバナンスの維持や情報開示等を適切に実施していくとともに、ＳＤＧｓ
や共生社会の実現、働き方改革・ＤＸの推進やコンプライアンスの遵守など社会的課題
に的確に対応できる組織の強化に取り組んでいく必要があります。
さらに、当財団が長年実施してきた県民文化センターの指定管理業務の終了に伴い、

文化振興等に係る事業内容や組織を柔軟に見直していくとともに、安定的運営に向けた
収入の確保、水族館施設の老朽化や緊急事態時にも対応可能な積立金を計画的に積立て
るなど、財団価値の向上を目指す必要があります。
また、当財団は、コロナ禍においても県出資団体に係る経営評価では「概ね良好」と

の評価（令和２～４年度）を得ており、引き続き公益認定基準を遵守しながら健全で責
任のある持続的な経営を行っていく必要があります。

（ ）文化芸術活動の課題
本県では、コロナ禍により縮小・停滞した文化活動の再活性化や文化芸術に触れる機

会の地域格差を解消していくこと、さらには少子高齢化の本格的到来等により減少して
いる文化芸術の担い手の育成を図っていくことが大きな課題となっています。
そのような中、国においては、令和 年に「文化芸術基本法」に基づく「文化芸術推進

基本計画 第 期 」を策定し、文化芸術の創造、発展、継承と教育・参加機会の提供、創
造的で活力があり、心豊かで多様性のある社会の形成等を主目標とし、県においても令
和 年策定の「第 次文化振興計画アクションプラン」において、若手芸術家や次世代
を担う子供たちなどの人材育成、県民の自主的な文化活動の充実による豊かな生活の醸
成のための文化振興などを基本的施策として文化振興を推進しています。
当財団では、このような状況を踏まえて、県出資団体の公益法人としての役割と使命

を再認識し、文化活動団体・芸術家・演奏家への支援や文化芸術の創造・発信により、全
ての県民に平等に文化芸術に接し参加する機会を提供するなど、県や関係機関と連携し
て本県のさらなる文化芸術の振興に取り組んでいく必要があります。

（ ）大洗水族館の運営の課題
大洗水族館の運営については、魅力ある海の総合ミュージアムとして、「展示」、「普及」、

「研究」の三つの機能を相互に連動させ運営することが求められておりますが、今後は、
海洋生物の多様性に関する展示強化や水環境問題等の社会的課題にも積極的に対応して
いく必要があります。
また、本県観光の中核的な施設としての役割も果たすために、来館者のニーズに応え

る展示企画やインバウンド需要も見越した幅広い宣伝活動、営業活動等に取り組むとと
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もに、今後の施設老朽化に対応した大規模修繕に要する資金を計画的に積立てるため、
これまで以上に安定的な集客と収益の確保に努めていく必要があります。

Ⅱ 目標
第 期中期経営計画の策定について
今後、組織の運営環境が大きく変化する中にあっても本県の文化・芸術を県民とともに

守り育てていくとともに、将来の社会・経済環境の変化にも柔軟に対応しながら持続可能
な財団運営を行い、財団の設立目的達成に向けて取り組んでいくことが重要です。
当財団では、これらの課題や進むべき方向性等を踏まえ、今般、令和６年度から令和１０

年度までの５箇年間を計画期間とする第 期中期経営計画を策定します。計画推進にあた
っては、今期の経営ビジョン（基本目標）を次のとおりとし その基本方針や具体的な事業
計画により、その実現を目指します。

【経営ビジョン（基本目標）】
１ 文化活動団体への支援等による文化芸術の創造、発信、継承と文化芸術の担い手育成

茨城の文化芸術を育て、支え、伝えることにより、本県のさらなる文化振興・発展や
未来の文化の担い手育成を図るとともに、県内各地域で文化活動を通して活力ある地域
づくりに貢献します。（育む・伝える）

２ 大洗水族館の博物館相当施設としての役割強化と県内観光拠点としての柔軟な対応
博物館相当施設としての本来の使命を果たしながら、新たな驚き・発見・感動のある、

魅力的な県内有数の文化観光拠点として、本県における多角的な文化活動に貢献します。
（魅せる）

３ 環境の変化に対応可能な人材育成や経営基盤の強化等による持続可能な財団運営
財団を取り巻く様々な課題に対し積極的に挑戦するとともに、財団の将来を担う人材

育成や経営基盤の強化を図り、将来にわたって発展し持続可能な財団運営を目指します。
（つなぐ）

基本方針
（ ）事業の充実と推進
ア 文化芸術の振興

人々に心の豊かさをもたらし、活力ある地域づくりに大きな役割を果たす文化芸術は、
県民共有の社会的財産であり、社会全体でその振興を図ることが重要です。そのため、
文化芸術活動の主体である県民の自発的な活動を促し伸長させるとともに、本県の文化
芸術活動を行う者・団体の育成支援や、県民が文化芸術を鑑賞・参加・創造することが
できる環境づくり等を積極的に推進し、本県の文化芸術振興の強化を図ります。
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イ アクアワールド茨城県大洗水族館の運営
博物館相当施設としての展示及び教育・普及の観点のもとに、サメをはじめとした生

物本来の魅力が最大限伝わるような展示を中心として行うほか、異業種とのコラボレー
ション企画やナイトアクアワールドの更なる充実を図り、県内外より多くの来館者を迎
えられる「魅力ある海の総合ミュージアム」としての施設運営を行ってまいります。

（ ）経営の充実
公益財団法人として健全かつ責任があり、未来を見据えた持続可能な運営を行うため、

公益認定基準を遵守するとともに、前期計画の結果分析・検証を踏まえ、デジタル化の推
進などによる効率効果的な業務執行や働きやすい職場づくり、計画的な人材確保・育成
や組織体制の強化、安定的な収益確保による財務基盤の強化などに努めていきます。

目標数値
（ ）経営目標

項目 平均 実績

事業計画

①文化活動団体への
助成件数（件）

②大洗水族館総入場
者（千人）

③事業収入（百万円）

健全性
④流動比率（％）

⑤自己資本比率（％）

効率性 ⑥職員１人当たりの
事業収入（千円）

①水族館の入場者数は、「サメ」をはじめとする生物の魅力発信や異業種とのコラボレーシ
ョン企画、インバウンドの誘客強化などの展開により、年間約１２３万人（うち有料１１０
万人）を目標とします。

②事業収入は事業計画の達成に基づく目標であり、また、④～⑥の目標値は③の事業収入の
目標達成に基づくもので、各種目標の達成による財務基盤の強化、安定的な財団運営を目
指していきます。
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（ ）収支計画（損益ベース） （単位：千円）

項目 実績

基本財産等運用収益
事業収益等
収益合計

事業費・管理費
減価償却費
費用合計

経常増減額

（ ）積立金計画 （単位：千円）

項目

①助成事業積立資産
②文化振興事業積立資産
③施設設備修繕等積立資産
④事業資金積立資産
⑤緊急時対応積立資産
⑥特定費用準備資金
（文化活動助成事業資金）
⑦特定費用準備資金
（水族館大規模修繕等準備資金）

特定資産合計

①緊急時対応積立資産は、大洗水族館が休館を余儀なくされた場合の半年間の展示生物の維
持費（燃料費、光熱水費、飼料費）、職員人件費等を賄うための最低限度額を積み立てるこ
ととします。

②特定費用準備資金（文化活動助成事業資金）は、令和７年度から令和１０年度までの文化
活動助成事業費に充てるための資金 千円を令和 年度に取り崩すこととします。

③特定費用準備資金（水族館大規模修繕等準備資金）は、今後、計画に基づいた積立及び取
崩を行ってまいります。

Ⅲ 事業計画
文化芸術の振興
コロナ禍における文化活動団体等の創作活動制限等により、県民の文化芸術への参加・

鑑賞機会の減少や文化芸術の魅力発信、担い手の確保不足などの様々な課題が生じ、財団
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では、文化芸術の創出支援や動画配信等を活用した新たな生活様式を踏まえた取り組みに
より、停滞しかけている文化振興の活性化に努めてきました。
新型コロナ収束後、本県における文化芸術活動のすそ野を広げ将来にわたって発展・活

性化させていくためには、県や関係団体と連携・協働して県内全域を視野に事業を実施し、
文化振興のエリア拡大を図っていくことが重要です。そのため、財団が培ってきた文化芸
術・舞台公演に関するノウハウを市町村・関係機関等外部へ広く提供するとともに、従来
の劇場まで県民に足を運んでもらうスタイルから文化芸術を届ける県内巡回型のアウト
リーチ事業の展開等で、県内各地での文化活動の活性化と県域全体の文化振興を推進しま
す。

（１）文化活動事業費助成事業
ア 現状と課題

コロナ禍において県内各地で創意・工夫を凝らした積極的な取り組みを行っている文
化活動団体等の活動状況を踏まえ、募集期間をはじめ助成回数の制限撤廃や助成額等を
見直した助成制度により、文化活動団体等への支援拡充に努めています。
今後は、文化活動団体等の担い手不足や更なる発展に寄与するために、成果発表を通

した文化芸術の魅力発信・継承を役割に追加するとともに、新型コロナ収束後の団体等
の文化活動促進のための制度の再設計を行う必要があります。

イ 今後の取り組み
新型コロナの影響を受けた文化活動団体が抱える課題解決に向けて、ポストコロナと

いう視点で助成制度の再設計を行い、団体等の成果発表を通した文化芸術の魅力発信を
強化し、県民の豊かな感性と創造性を高める基盤づくりに努めていきます。なお、成果
発表に対し指導・助言を積極的に行い、文化活動を支える人材育成や創造性の向上を推
進するとともに、相談窓口の設置やコーディネーター等の専門家派遣も検討していきま
す。
また、文化活動団体等が実施する催事等の情報をオウンドメディアの活用による発信

を展開し、新型コロナ収束後の催事等の集客力強化の一助を担います。

＜５箇年計画＞
項目 ～

助成件数（件）
助成額（千円）
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＜実 績＞
項目 Ｒ Ｒ Ｒ 見込

助成件数（件）
助成額（千円）

（２）文化芸術創造発信事業
ア 現状と課題

新進演奏家を活用し、本県の文化芸術を担う児童生徒の人材育成を図る講座や演奏会
等の鑑賞公演による文化芸術に接する機会を提供し、未来を見据えた文化芸術に興味関
心を促す事業を実施しています。
現計画では、コロナ禍という状況に鑑み、新進演奏家が活躍できる場の提供に重点を

置いて事業を実施していますが、今後は、次のステップである質の高い創造性豊かな文
化芸術を、関係団体や演奏家と連携を図り県内全域を視野に入れた事業展開とし、本県
における文化振興の拡充が求められています。

イ 今後の取り組み
質の高い創造性豊かな文化芸術を提供するため、各事業のキーとなる新進演奏家を

発掘から技術向上、創作活動の支援など継続的な人材育成に努めるとともに、協働に
よる質の高い創作作品を発表する県内巡回型演奏会等を実施します。このような県内
全域を視野に入れた事業展開で県民に更なる文化芸術に興味関心を促す仕組みづくり
と県内各地での文化活動の活性化に努めます。

〇新進演奏家発掘プログラム
・本県出身・在住等の有望な新進演奏家の発掘と活躍する場を推進する事業
（新人演奏会等）

〇新進演奏家活躍支援プログラム
・創作作品の発表の場の提供と鑑賞を通した文化芸術に興味関心を促す事業
・新進演奏家が創作作品を発表する県内巡回型演奏会

〇新進演奏家参加創造プログラム
・著名な演奏家との共演等、貴重な体験による創作意欲の向上と鑑賞を通した文化芸
術に興味関心を促す事業

・新進演奏家を主軸に編成した楽団と著名な演奏家が共演・創作できる県内巡回型
オーケストラ公演
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＜５箇年計画＞ （単位：事業）

項目
新進演奏家発掘プログラム １ １ １ １ １
新進演奏家活躍支援プログラム ４ ４ ４ ４ ４
新進演奏家参加創造プログラム １ １ ２ ２ ２

合 計 ６ ６ ７ ７ ７

（３）文化振興マネジメント事業
ア 現状と課題

本県の文化振興を図る施策として新進演奏家を活用した独自の事業展開や、県内市町
村・団体等が主催する催事に依頼を受け、新進演奏家を紹介すること等により、地域に
おける文化振興を支援しています。
しかし、財団独自の事業展開では限界があり、実施エリアが絞られ、十分に県内全域

を視野に入れた文化振興が図られておらず、県内市町村等との連携を強化する必要があ
ります。
また、県内市町村等については、専門性を有する人材が不足しており、事業に関する

企画制作・運営・集客方策等の困難から持続性が課題となっています。

イ 今後の取り組み
県内市町村等が目指す文化振興の実現に向け、財団が培ってきた文化芸術に関する

ノウハウを提供し、専門性を有する人材不足の一助を担うとともに、協働による企画
制作や運営等の事業展開で確実な目的達成と人材育成に努め、本県の文化振興を推進
します。
また、事業スキームや新進演奏家（登録アーティスト等）のプロフィール・活動情

報等を、財団が持つ コンテンツにより広く発信し、文化振興マネジメント事業の
認知度を向上させ県内各地での文化活動の活性化を支援します。

＜５箇年計画＞
項目

マネジメント依頼数（件） １ １ ２ ３ ４

事業回数（回） ５ ５ ７ ８
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（４）アウトリーチ事業（文化芸術体験出前講座）
ア 現状と課題

本事業では、県内市町村と連携し公立文化施設等において親子で参加し公演等を鑑
賞する「一般枠」と、演奏家・芸術家等の講師を学校に派遣して演奏会等を実施する
「学校枠」の 種類の講座を実施し、子どもたちに身近に文化芸術に触れる機会を提
供することで、豊かな心や創造力の醸成と未来を見据えた文化芸術の担い手の育成に
努めています。
しかしながら、本事業は公演等の鑑賞の機会の提供という段階にとどまり、本来の

目的である文化芸術の魅力を伝え、未来の文化芸術の担い手育成や継承まで必ずしも
つながっていない状況があります。

イ 今後の取り組み
講師及び学校、委託元である県との連携やコミュニケーションを強化し、事業評価

の徹底による講座プログラムの随時見直しにより、「文化芸術の力」で自己表現や創造
力を育み、未来の文化芸術を担う子どもたちの成長・育成に貢献します。

＜５箇年計画＞
項目 ～

一般枠（講座） ５
学校枠（講座）

合 計

＜実 績＞
項目 Ｒ Ｒ Ｒ 見込

一般枠（講座） ３ ３ ５
学校枠（講座）

合 計

（５）持続可能な事業運営
公的助成金（文化庁、地域創造、日本芸術文化振興会 他）や企業協賛金等を活用しな

がら事業経費の負担を抑えた適切な入場料金設定で、多くの県民が鑑賞できる機会を提
供するとともに、収支均衡を図り持続可能な事業運営に努めます。
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＜５箇年収支計画＞ （単位：千円）

項目 実績
入場料等収益
委託金等収益
助成金・協賛金収益
収益計
事業費計
経常増減額

※文化活動事業費助成事業は除く

２ アクアワールド茨城県大洗水族館の運営
大洗水族館の入場者数は、新型コロナの影響により、令和 年度 万人を下回る実績

となりましたが、その後は施設リニューアルや企画展などの様々な取り組みや｢全国旅行
支援｣による外出需要の後押しにより順調に入場者数を回復させ、令和 年度には、開館
以来歴代 位となる 人を達成しました。令和 年度も近隣施設や異業種との連
携、茨城デスティネーションキャンペーンに合わせた首都圏での｢サメ｣ブランド確立によ
り多くの来場者を獲得することができ、前年度並みの入場者数を確保できる見通しです。
令和 年度からの｢第 期中期経営計画｣においては、｢サメ｣をはじめとする生物の魅力

ある展示や異業種コラボなど、常に新しく魅力ある催事を行うことで誘客を促進し、茨城
県のフラッグシップとして、ひたちなか大洗リゾート構想や県・大洗町、県内観光資源と
の連携を強化しながら、県内外からの多くの来館者を迎えられる「魅力ある海の総合ミュ
ージアム」として運営してまいります。

［ 箇年の目標入場者］ （単位：人）

年度
有料 無料 総入場者

有料 年パス
２回目

計 無料 ３歳未満 計

実績

＜５箇年収支計画＞ （単位：千円）

項目 実績
入場料等収益
委託金等収益
助成金・協賛金収益
収益計
事業費計
経常増減額

※文化活動事業費助成事業は除く

２ アクアワールド茨城県大洗水族館の運営
大洗水族館の入場者数は、新型コロナの影響により、令和 年度 万人を下回る実績

となりましたが、その後は施設リニューアルや企画展などの様々な取り組みや｢全国旅行
支援｣による外出需要の後押しにより順調に入場者数を回復させ、令和 年度には、開館
以来歴代 位となる 人を達成しました。令和 年度も近隣施設や異業種との連
携、茨城デスティネーションキャンペーンに合わせた首都圏での｢サメ｣ブランド確立によ
り多くの来場者を獲得することができ、前年度並みの入場者数を確保できる見通しです。
令和 年度からの｢第 期中期経営計画｣においては、｢サメ｣をはじめとする生物の魅力

ある展示や異業種コラボなど、常に新しく魅力ある催事を行うことで誘客を促進し、茨城
県のフラッグシップとして、ひたちなか大洗リゾート構想や県・大洗町、県内観光資源と
の連携を強化しながら、県内外からの多くの来館者を迎えられる「魅力ある海の総合ミュ
ージアム」として運営してまいります。

［ 箇年の目標入場者］ （単位：人）

年度
有料 無料 総入場者

有料 年パス
２回目

計 無料 ３歳未満 計

実績
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［ 箇年収支計画］ （単位：千円）

（ ）入場者の確保対策と販売促進対策
ア 現状と課題

催事では、外部商標権（ ）のキャラクターとコラボした新規イベントを実施しな
がら例年実施しているハロウィンやクリスマスなどの季節イベントの実施で話題性を
創出し、各イベントに合わせたクイズラリーなど周遊効果の高いプログラムを実施す
ることで常設展示への理解を深めています。
さらに、オペレーション面では、コロナ禍で窓口混雑の緩和および入場者・滞留者

を把握するために導入した チケットの利用を継続し、チケットのバリエーション
を増やすことで販路の拡大にも尽力してまいりました。この チケットは夜間の特
別営業でも活用し、人員の削減にも努めてまいりました。しかし、オペレーションに
関しては慢性的な人員不足により、顧客満足度（ ）に関して十分な対応ができてい
ない状況です。営業面では、最重点地域（栃木、千葉、埼玉）での誘客活動および他
施設との連携施策を計画し、旅行代理店や各県教育委員会への訪問のほか、集客施設
において各種キャンペーンを実施してきました。
コロナ禍ではＧＷやお盆などの繁忙期においては、多くの入場者を受け入れること

が困難でしたが、新型コロナが 類に移行されたことにより、誘客活動を活発化させ
つつ、年間を通して入場者を安定的に確保することが大きな課題となっています。さ
らに、今後は、国内だけでなくインバウンドの誘客にも注力していく必要がありま
す。
また、夜間営業については、今後、県外客やこれまで水族館に興味のなかった層の

利用者増を図っていくことが重要です。そのため、新商品の開発や異業種とコラボ
し、県内外の旅行会社や地元宿泊施設との連携が不可欠です。

項目 実績

入場料収益
売店収益
その他収益
収益計
費用計

経常増減額

［ 箇年収支計画］ （単位：千円）

（ ）入場者の確保対策と販売促進対策
ア 現状と課題

催事では、外部商標権（ ）のキャラクターとコラボした新規イベントを実施しな
がら例年実施しているハロウィンやクリスマスなどの季節イベントの実施で話題性を
創出し、各イベントに合わせたクイズラリーなど周遊効果の高いプログラムを実施す
ることで常設展示への理解を深めています。
さらに、オペレーション面では、コロナ禍で窓口混雑の緩和および入場者・滞留者

を把握するために導入した チケットの利用を継続し、チケットのバリエーション
を増やすことで販路の拡大にも尽力してまいりました。この チケットは夜間の特
別営業でも活用し、人員の削減にも努めてまいりました。しかし、オペレーションに
関しては慢性的な人員不足により、顧客満足度（ ）に関して十分な対応ができてい
ない状況です。営業面では、最重点地域（栃木、千葉、埼玉）での誘客活動および他
施設との連携施策を計画し、旅行代理店や各県教育委員会への訪問のほか、集客施設
において各種キャンペーンを実施してきました。
コロナ禍ではＧＷやお盆などの繁忙期においては、多くの入場者を受け入れること

が困難でしたが、新型コロナが 類に移行されたことにより、誘客活動を活発化させ
つつ、年間を通して入場者を安定的に確保することが大きな課題となっています。さ
らに、今後は、国内だけでなくインバウンドの誘客にも注力していく必要がありま
す。
また、夜間営業については、今後、県外客やこれまで水族館に興味のなかった層の

利用者増を図っていくことが重要です。そのため、新商品の開発や異業種とコラボ
し、県内外の旅行会社や地元宿泊施設との連携が不可欠です。

項目 実績

入場料収益
売店収益
その他収益
収益計
費用計

経常増減額
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イ 今後の取り組み
職員スタッフの強化により、営業の充実や新規販売網開拓など年間有料入場者 万

人のさらなる上ぶれを目指して、令和 年度より計画的に事業に取り組んでいきます。
令和 年度は、開館 周年を迎えるため、従来の水族館ファンのみならず、新たなフ
ァン層を取り込んだ新しい魅力を発信し、集客に努めていきます。
また、コロナ禍の影響で縮小していた教育普及プログラムや講師派遣等の普及事業を

充実させて、博物館相当施設としての役割を強化していきます。
さらに、日常業務を見直して効率化を図るとともに、人員の確保や職員教育に注力し
向上を目指します。

（ア）イベント
水族館に対する興味の薄いライトユーザー向けには来館の動機となるよう人気キ

ャラクターなどの外部 とコラボした施策により誘客し、何度も来館されているよ
うな熱心なファン向けにはより学術的・教育的内容を含んだ企画展を実施し、飽きさ
せることのないイベントを実施します。また、 ｓに関連したイベントやシーズン
イベントを計画し、常に話題を提供できるスケジュールで実施します。

（イ）プロモーション
館内イベントに合わせ、プロモーションの比重を上期から下期へと少しずつシフト

していき、繁忙期の密を避けつつ、年間を通して入場者を安定的に確保していきます。
マスコミ対応は担当課で一元管理し、マスコミとの関係強化を図り、次の取材につな
げていきます。
また、有料広告に頼らず、話題性のある情報をマスコミに提供することで取材件数

や無料掲載の機会を増やすとともに、 配信を活用することで、紙媒体から
ニュース掲載への移行を推し進めます。
その効果測定については、 年 月より外部委託している 会社との連携で

引き続き実施し、時期・対象・方法など効果的な広報に活用します。
（ウ）オペレーション

チケット等の活用を継続し、入場の円滑化を目指し来館者のストレス軽減に努
めます。また、団体には受付・誘導オペレーションを再検討し、利用しやすい環境を
構築し誘客に努めます。また、業務のスリム化を目指すとともに、 向上のため、人
材の確保と教育に努めます。

（エ）セールス
販路拡大のため チケットのバリエーション、コンビニなどを利用した チ

ケット販売の拡充を積極的に検討します。また、企業向けには福利厚生を目的とした
利用が促進できるよう、チケット・商品の造成を行います。コロナ禍で縮小した団体
利用については近隣施設と連携した商品の造成を行い、誘客に努めます。また、学校

－ 14 －



団体については来館前の 授業や標本貸与を行い利用しやすい環境づくりに努め
ます。インバウンド団体については県空港対策課、県観光物産協会などとの協力関係
を強化し、国内外の旅行業者（ ）への営業活動推進や、旅行博覧会へも積極的に
出展協力し、ニーズを把握しながら誘客に努めます。

（ ）魚類の展示飼育
ア 現状と課題

展示の充実では、漁業関係者や県水産試験場の協力による生物収集や他園館との生
物交換、自家採集などを実施しました。漁業関係者の協力では、イタチザメやシロシ
ュモクザメ、マンボウなどを収集し、一部を展示することで当館のサメブランドの強
化に努めました。生きもの本来の美しさや躍動する姿をご覧頂くために、出会いの海
の大水槽では 尾のマイワシの群れがダイナミックに躍動する やき
らめく珊瑚礁の魚たち水槽の照明演出の強化を図りました。
生物の繁殖では、当館を代表するサメ類においては 年に国内初繁殖に成功した

シロワニが 年にも繁殖し、また、「トラフザメ」の単為生殖をはじめ、ホーンシ
ャーク等多くの種でも繁殖に成功することができました。
調査では、小笠原諸島におけるシロワニの調査を他園館や大学と共同で行い、ウミ

ガメ類のストランディング調査の実施、また、本県に来遊するサメ類の調査や高知県
室戸市沖の生物収集調査では漁船をチャーターして実施し、室戸市沖の調査では四国
沖初記録となる「コトクラゲ」の採集に成功し カ月の飼育展示を行うことができま
した。
研究では、 年 月に繁殖したシロワニ幼魚を調査し、空気取り込みに関する知

見を得られたため、板鰓類シンポジウムで発表しました。トラフザメの単為生殖につ
いては、繁殖個体を定期的に計測することで、成長データを得ました。また、トラザ
メの内分泌関連については、東京大学大気海洋研究所と共同研究を継続し、論文発表
等を行いました。
しかしながら、海外産のサメ類は特に乱獲よるワシントン条約（ ）での規制

や各国の （遺伝資源の利用から生ずる利益の校正な衡平な配分）の考え方によ
り、入手が困難になることが予想されていることから、今後展示種数の確保が課題で
す。 の観点から、持続可能な生物展示をするためには野外採集に頼らず、自然
に負荷をかけない自家繁殖が求められています。
また、開館から 年以上が経過し、施設面の老朽化による魅力度低下、デジタルサ

イネージなどの時代に合った展示手法を取り入れ、魅力ある展示を目指すことも課題
です。
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イ 今後の取り組み
（ア）既存の魅力度アップ

展示生物本来の行動や生態を展示できるように水槽レイアウトを工夫し、動物福
祉も考慮した飼育・展示環境を実現します。
デジタルサイネージなどを活用して貴重な生物の生態映像を使って解説するこ

とで、展示生物の魅力度を向上させる展示を目指します。
水槽等の劣化が進んでいるため展示生物、展示水槽、展示エリアの魅力度アップ

に繋がる修繕の実施を行います。
（イ）新規生物の導入

他園館では展示していない生物を収集するため常に情報収集を心掛け、収集方
法や輸送方法、飼育展示方法について検討し展示に結び付けるように努力しま
す。特に海外産のサメ類の収集は今後困難が想定されるため、国内のサメ類の収
集には特に力を入れます。

（ウ）サメ展示の充実
サメブランドを定着させるために、新規サメ類の飼育展示にも挑戦すること、

既存飼育種においては繁殖に努めること、調査研究も積極的に実行し学会等で発
表することで一層強化します。

（エ）調査研究
茨城県の来遊するサメ類調査、ウミガメの漂着・産卵調査、高知県室戸市沖生

物収集調査、大洗マリーナでの潜水目視調査を継続実施し成果を展示に結び付け
ます。
サメ類の繁殖研究や国内外の外部研究機関との共同研究成果を学会等で発表

し、内容を展示することでサメブランドの強化に努めます。

（ ）海獣類の展示飼育
ア 現状と課題

飼育展示では、イルカ・アシカオーシャンライブによる動物の能力公開をはじめ、
コロナ禍で中止していたカナダカワウソやエトピリカ・ゴマフアザラシの給餌解説の
復活、令和 年 月にリニューアルした屋外エリアでの新たなプログラムの開催を通
して、より楽しく動物の生態を学ぶ機会を提供するとともに、より動物を身近に感じ
られる展示・プログラムを実施しました。なお、イルカ・アシカオーシャンライブは
季節ごとイベントごとで内容を変更し、リピーターのお客さまも楽しめるよう工夫し
ています。
また、調査研究では、茨城県沿岸に漂着・座礁したスジイルカやスナメリ等の動物

の調査研究やバンドウイルカの人工授精については他の水族館との連携を進めていま
す。また、フンボルトペンギンをはじめとした生物の種の保存にも努めています。
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鯨類・カリフォルニアアシカともに、若齢個体のトレーニングが進み、 回のライブ
に出演する個体数の増、混雑状況に合わせたライブの回数増が実現しつつあります。
また、令和 年 月に内容をリニューアルした夜営業での「オーシャンナイトライ
ブ」については、映像と音楽・動物の動きが一体となった昼間とは一線を画す内容と
なっています。
ミナミアメリカオットセイは令和 年 月に出産したものの、母獣による育児行動

が見られず、人工保育も失敗に終わっています。まずは、母獣の摂餌の安定と体重の
維持管理を重点的に行い、展示を維持していくことが必要です。ゴマフアザラシにつ
いては、令和 年度より繁殖行動が見られるようになり、今後の繁殖に向けた準備を
進めて行く必要があります。
鳥類については、フンボルトペンギン・エトピリカともに血統管理をしつつ繁殖を

進めており、飼育数は安定しています。
カナダカワウソについては、繁殖を促すための同居訓練を進めていますが、個体同

士の闘争等もあり、慎重に進めざるを得ない状況です。

イ 今後の取り組み
（ア）展示方法や解説内容等の変化

単年あるいは時期ごとに展示や解説内容を変化させ、いつ来ても新鮮で楽しめる展
示を提供します。

（イ）繁殖の推進
出産育児の明るい話題を毎年提供していくために、鯨類、ミナミアメリカオットセ

イ、ゴマフアザラシ、カナダカワウソは開館以来の繁殖成功（長期飼育）を目指しま
す。また、鯨類の繁殖生理の研究を継続し、他園館の情報も収集しながら人工繁殖の
準備を進めるとともに、カリフォルニアアシカの隔年繁殖、鳥類は毎年繁殖を目標と
します。

（ウ）飼育動物数維持
野生個体の導入あるいは血統に留意しながら他園館との動物移動を推進し、展示の

充実を図るとともに話題提供に努め、かつ国内の血統管理に貢献します。
（エ）常に綺麗で見やすい展示場の維持

改修を行った展示場の美観・機能を継続させ、設備による飼育展示生物の傷病ゼロ
を目指します。

（オ）オーシャンライブ・イベント
絶えず変化・進化するオーシャンライブ
時期やイベントごとに対象とする客層、テーマ、他の館内イベントとの統一を意識

して展開します。
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イルカの自然 人工繁殖の推進
飼育個体の自然・人工繁殖を推進し、種の保存に貢献します。なお、人工授精につい

ては、他の園館とも協力し、採精・希釈・凍結の一連の技術確立に努めます。
ｃ お食事タイムの内容見直し

解説内容や方法、給餌方法を他園館の事例も参考に見直し、「楽しめて、学べて、体
験できる」内容を目指します。
オリジナルイベントの発案と実施
昨今の動物愛護の風潮にも留意しつつ、動物と観客との新たなふれあいイベントを

安定して実施できるようにします。
（カ）調査研究

茨城県沿岸への漂着・座礁生物について、各市町村ならびに関係機関と連携を図りな
がら推進するとともに、展示解説に活用するなど情報発信に努めます。

（ ）教育普及活動
ア 現状と課題

生き物や環境等について学ぶ「社会教育及び生涯学習の施設」としての目的を果たす
ため、誰もが気軽に楽しみながら学ぶことができる自然体験塾やレクチャー、展示解説
等を行っていますが、自然体験塾は、応募者多数で抽選のものがある一方で定員割れす
るものもあり、事前キャンセルの防止とともにその是正が課題です。
また、館内プログラムについては、コロナ禍で中止を余儀なくされた解説などが部分

的に再開できるようになりました。これらについて再開を機により魅力あふれるプログ
ラムになるよう解説内容を見直すとともに、担当者の教育も必要になります。
さらに、館外プログラム、主に学校団体向けプログラムとしてはコロナ禍で普及した

会議システムを利用し、遠隔授業を来館前に実施するなど学校団体の誘客に結び付
けていきます。

イ 今後の取り組み
（ア）自然体験塾

応募数の偏りについては、人気のある講座、特徴のある講座、季節の全館的な雰囲
気づくりに寄与する講座等を選定し実施します。応募は少ないものの学習効果の高い
講座については講座の内容、広報方法を含め再検討します。また、利便性の向上及び
事務経費削減のため での応募方法を検討します。

（イ）館内プログラム
解説プログラムについては、実施の時期や方法、時刻、またその内容についても検

討し、実施します。
バックヤードツアーに関しては、給餌コースやイルカコース、サメコースなど特徴
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のあるプログラムを追加し、入館者の興味関心を促します。
タッチングプールでは、有料プログラムの充実と期間限定やイベントと連動した生

物の選定を行い、話題性の創出も図ります。
（ウ）館外プログラム

学校向けの 授業や授業内容と連動した標本貸与などを取り入れ、誘客促進に
つながる取組みを行います。

（ ）売店事業
ア 現状と課題

水族館の生物や海をテーマにした土産品や飲食物を販売し、アクアワールド・大洗で
の来館記念になるような商品を提供してきました。
物販のモラモラの什器に関しては、開館から使用しているため、今後の更新を視野に

入れた売り場のレジ会計などを含めた店舗リニューアルを視野に改装の準備を進めてま
いります。
また、令和 年 月にリニューアルオープンした 店舗については、新たなテーマに

沿った商品を取りそろえ、また、イベントに合わせた商品やメニュー展開を行い、利用者
のニーズに応えられるよう商品の充実を図ってまいりました。
さらに、 で掲げられている海の豊かさを守る活動の一環として、レジ袋の削減に

取り組み、魅力ある海の総合ミュージアムとしての社会的役割を果たしていく必要があ
ります。

イ 今後の取り組み
（ア）魅力ある店舗づくり

店舗の動線見直しやゴールデンラインを活用した店舗レイアウトの再構築を進め利
用しやすい店舗を目指してまいります。
今後は、モラモラの店舗リニューアルを視野に、魅力のある店舗づくりを行いま

す。
（イ）オリジナル商品の販売

イベントに合わせた商品展開や生物の入れ替えに合わせ商品を提供し、またシーズ
ンに合わせたメニュー構成を行い、常に新鮮さを感じ取ってもらえる店舗にします。

（ウ）環境に配慮した運営
に関する商品導入を積極的に行い販売に努めます。

またフードロス対策も施してまいります。
（エ）機器の更新

耐用年数を迎える厨房機器を順次計画的に更新します。
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ウ 箇年計画 （単位：千円）

項目
収入
目標
行動
計画

・モラモラ店舗
什器更新準備

・新規会計シス
テム導入準備

・厨房機器一部
更新

・モラモラ店舗
什器更新

・新規会計シス
テムの導入

・厨房機器一部
更新

・厨房機器一部
更新

・厨房機器一部
更新

（ ）施設・設備の維持管理
ア 現状と課題

開館から２０年以上が経過し、強風や塩害等の厳しい環境に立地しているため、経
年劣化が進んでいます。そのような状況の中、施設・設備の維持管理費の低減だけで
なく、近年著しい地球環境変化に対応するため、光熱水費の使用量低減も課題です。
そのため、施設を維持管理していく上で、長寿命化が期待できるような工法や材料の
選定、省エネルギーの推進が重要です。

イ 今後の取り組み
（ア）長寿命化対策

長寿命化が期待できるような工法や材料の選定を継続して実施することに加え、
日常の設備の取扱いや整備も丁寧に行い、設備の長寿命化に努めます。

（イ）省エネルギーの推進
設備の保全状態や過去の整備実績等を関連付けて一元管理することで、より集約

的に設備の運転状況を把握し、設備運転管理方法の効率化を図ります。その実績の
積み重ねにより、いっそうの省エネルギーの推進に努めます。

（ウ）修繕計画の作成
令和４年度からの水族館の管理許可を更新し、水族館の修繕工事に関する協定書

の締結をしていますが、引き続き県と協議しながら修繕計画を更新していきます。
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ウ 箇年修繕計画

屋上防水改修工事
第 期

（ 千円）

屋上防水改修工事
第 期

（ 千円）

循環ポンプ 備畜 他
更新工事

（ 千円）

無停電電源
更新工事

（ 千円）

高圧盤計器用
変圧器他更新工事

（ 千円）

オーシャンゾーン
ウッドデッキ更新工事

（ 千円）

オーシャンタワー
外壁タイル改修工事

（ 千円）

海水電解装置
・ ・

（ 千円）

監視カメラ設備
更新工事

（ 千円）

循環ポンプ
備畜１ 更新工事

（ 千円）

熱交換器更新工事
（ 千円）

受電操作・自家発用
蓄電池更新工事

（ 千円）

ろ過機ろ材 中流他
交換工事

（ 千円）

海水電解装置
・ ・ 更新

工事
（ 千円）

ユニット水槽
～ 更新工事
（ 千円）

ブラインチラー
更新工事 第 期

（ 千円）

熱交換器 おもしろ生物
～ 他更新工事

（ 千円）

空調機 ・
更新工事

（ 千円）

ろ過機ろ材 出会い
の海 基他 交換
工事

（ 千円）

海水電解装置
・ 他

更新工事
（ 千円）

高圧受変電室空調機
更新工事

（ 千円）

ろ過機ろ材 海藻の森
他 交換工事

（ 千円）

全熱交換器
・ ・

更新工事
（ 千円）

表洗兼逆洗ポンプ
更新工事

（ 千円）

ろ過機ろ材
大陸棚他 交換
工事

（ 千円）

イルカショープール
空調設備更新工事

（ 千円）

ブラインチラー
・ 更新工事
（ 千円）

廃熱ボイラー更新
工事

（ 千円）

空調機 ・
更新工事
（ 千円）

軟水装置 ポンプ・
軟水樹脂 更新工事

（ 千円）

中央監視室空調機
制御機器更新工事

（ 千円）

パッケージエアコン
他

更新工事
（ 千円）

畜養棟 ・ ・
ポンプ更新

工事
（ 千円）

井水加圧給水ポンプ
ユニット更新工事

（ 千円）

熱交換器 ・
・ 更新工事

（ 千円）

業務用冷蔵庫・業務用
冷凍庫更新工事

（ 千円）

冷温水一次
ポンプ更新他工事

（ 千円）

計 千円 計 千円 計 千円 計 千円 計 千円

※ 箇年の修繕計画は、すべて安全維持修繕。
※工事項目と 内は予定額であり、変更の可能性あり。
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経営の充実
ア 現状と課題

長らく世界的な脅威となった新型コロナの５類移行に伴い、県内の文化活動について
も日常を取り戻しつつあり、コロナ禍後の県民のライフスタイルや社会情勢の大きな変
化に的確かつ柔軟に対応し事業運営をしていくことが改めて重要となっています。今後
は、多様化する県民ニーズや社会情勢等の変化を踏まえて事業運営を着実に行い、本県
の文化振興など財団設立の公益目的の達成に向けて経営基盤のさらなる強化に努めてい
く必要があります。
また、職員一人一人が財団の使命を自覚し、公益法人の職員としての役割を十分に果

たせるよう人材確保から育成までを一体的に取り組むとともに、事務事業の見直しや経
費の節減、適正な業務執行やコンプライアンスの遵守などにより、公正かつ働きがいの
ある組織風土の構築に引き続き努めていく必要があります。

イ 今後の取り組み
（ア）経営基盤の強化

経営基盤の強化による持続可能な財団運営を行うため、特に大洗水族館において
は今後発生する大規模修繕や緊急的な事案に対応するため、利用者のニーズに即し
た魅力ある事業を展開し自主財源の確保に努めます。また、業務内容の見直しや徹
底した経費抑制により、公益目的事業の充実に向けた財務基盤の強化を図ります。
予実管理による経営状況の適切な把握と打ち返し策の実施、継続的な マネ

ジメントサイクルによる効率効果的な事業の展開により財団の更なる成長・発展を
促進します。

（イ）労務管理と働きやすい職場環境づくり
近年、社会的に推進が求められている「働き方改革」について、業務内容の定期

的な見直しによる時間外労働の縮減や男性の育児休業取得促進などを積極的に推進
していくとともに、障害者法定雇用率の達成に努めます。
また、職員の能力に応じた適切な人員配置や業務分担、新たな取り組みに積極的

にチャレンジできる職場風土の構築などにより、職員一人一人がいきいきと働きな
がら最大限の能力を発揮できる職場環境の整備に努めます。

（ウ）ＤＸ推進による情報共有と業務の効率化
ＤＸの導入により、職員同士の情報共有、各種業務フローの電子化、電子サービ

スの提供による利用者の利便性向上を図り、業務の効率化・職員の負担軽減による
就業環境の向上に努めます。

（エ）事業継続・拡大を図るために必要な人材の確保と育成
財団の求める職員像を明確化するための人材育成方針の新たな策定、人事異動や

各種階層別研修、業務執行等を通して人材の確保や育成を図り、財団職員の全体的
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な資質向上による持続可能な事業運営・拡大に努めます。
また、職員研修については研修体系の構築を行い階層別に体系化・整理すること

により、財団の経営理念や経営戦略、人材育成方針等に合わせた一貫した教育によ
る職員のレベルアップを図ります。

（オ）成果主義に基づく評価制度
個々の職員の成果や実績を マネジメントサイクルにより適正に評価し、給

与等に反映させる能力・業績評価制度を継続実施するとともに、より職員の能力・
実績を評価に反映しやすい制度になるよう努めます。
また、表彰制度を活用し、組織の活性化をはじめ職員のモチベーションと生産性

の向上を図ります。
（カ）コンプライアンスの遵守

公益財団法人いばらき文化振興財団における法令遵守の推進等に関する要項等に
基づき、法令遵守を徹底するとともに、コンプライアンスに関する意識向上のための
活動を通じ、社会的信頼性のさらなる向上を図るべく適正に業務を遂行します。

（キ）情報開示の適正化
県民の方々に適切かつ分かりやすく情報を提供できるよう、ホームページの利便性

向上など、情報開示の適正化・最適化に努めます。

ウ 箇年収支計画 （単位：千円）

項目 実績

基本財産等運用収益
繰入金収入等
退職繰入金収入
その他収益
収益計
管理費等

経常増減額

４ 環境への配慮
国際社会共通の目標である の達成や、省資源・省エネルギーを推進するため、ご

みの分別や削減の徹底、脱プラスチック素材の導入、グリーン購入法の適合した商品の率
先購入等を行うとともに、環境美化や施設周辺環境の生態系の保全等に取り組みます。
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Ⅳ 計画の進行管理
この中期経営計画を推進するため、毎月の予実管理で進行管理を行い、継続的な

マネジメントサイクルにより進捗状況及び評価結果を毎年度評議員会・理事会に報告する
ものとします。
１ 進行状況の把握・評価

各項目の実施状況について、目標値を中心に決算と同時期に進捗状況を把握し評価を
行います。

２ 調整及び改善策の検討・見直し
計画期間中に新たな環境変化や課題が明らかになった場合など、進行管理にあたり、

予測していなかった事態などが発生した場合には、改善策の検討を行い、必要に応じて
計画の見直しを行うものとします。

Ⅴ 過去４年間の主な実績（資料）
１ 文化振興事業
（ ）自主事業の実施状況（事業数及び入場者数等）

区分 年度 Ｒ Ｒ Ｒ

鑑賞事業
事業数 件
入場者 人

参加創造
事業数 件
入場者 人

合計
事業数 件
入場者 人

（ ）受託事業の実施状況（事業数及び入場者数等）
区分 年度 Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

鑑賞事業
事業数 件

入場者 人 無観客
（動画配信）

文 化 芸 術
体 験 出 前
講座

講座数 講座

参加者数 人

（ ）１公演あたりの入場率（大ホール実施分）
区分 年度 Ｒ Ｒ Ｒ
事業数 件
有効座席数 席 ａ
入場者数 人 ｂ
入場率 ｂ÷ａ
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２ 県民文化センター
（ ） 指定管理部門

ア 利用人数 （単位：人）
年度

区分 Ｒ Ｒ Ｒ

大ホール
小ホール
集会室（６室）
分館集会室（３室）
和室（本館）
一般展示室
県民ギャラリー
練習室

計

イ 利用料金 （単位：千円）
年度

区分 Ｒ Ｒ Ｒ

施設利用料収入

ウ 利用日数 （単位：日）
年度

区分 Ｒ Ｒ Ｒ

大ホール
小ホール
集会室（６室）
分館集会室（３室）
和室（本館）
一般展示室
県民ギャラリー
練習室

計

エ 利用率 （単位：％）
年度

区分 Ｒ Ｒ Ｒ

施設全体の利用率％）
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（ ） 自主事業部門

利用状況
年度

区分 Ｒ Ｒ Ｒ

売店利用人数（人）
駐車場利用台数（台）

３ アクアワールド茨城県大洗水族館

入場者数 （単位：人）

区分 年度 Ｒ Ｒ Ｒ
一般
団体等
年パス 初回
年パス 回以降
有料計
無料
合計
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第６期中期経営計画

公益財団法人いばらき文化振興財団

計画期間　令和６年４月～令和１１年３月


